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令和５年度 武蔵村山市農産物品評会 審査講評 

 

審査員：東京都中央農業改良普及センター  荒井、尾崎 

 

本年の気温は、６月から平年より暑く遷移し、梅雨明け以降も暑い日が続き、６月下

旬～９月下旬で真夏日が 90 日間と、夏の平均気温は統計開始以降で最も高い年となり

ました。例年にない暑い年となり、生産者の皆様におかれましては栽培管理等に大変な

ご苦労があったかと思います。 

今回の総出品数は昨年を上回る 99 点でした。武蔵村山市の特産品である柑橘類やコ

マツナを中心に優れた出品物が多く、生産者の皆様の高い技術力とご努力が感じられま

した。 

お願いなのですが、より円滑な審査と、生産者相互の情報交換のため、出品物には品

種名を記入していただきますよう、お願いします。また、各品目の出品基準についても

今一度実施要領を参照くださいますようお願いします。 

以下に、各部門の講評を述べさせていただきます。 

 

[野菜の部 71点] 

【ブロッコリー ６点、カリフラワー ６点】 

出品物はいずれも通常よりやや大きいものでした。３つの花蕾が緻密できれいなドー

ム型にまとまり、よく引き締まったものを特別賞としました。一方、リーフィーの発生

や、やや花蕾の咲き進んだものもあったので、適期収穫を心掛けてください。 

【キャベツ ５点】 

病虫害が少なく、玉のしまりが良いものが出品されていました。外葉の切除と茎の処

理が適切で、３個の揃いが良いものを上位としました。 

【ハクサイ ３点】 

今年は天候の影響で結球が遅れ気味でしたが、出品物はいずれも大きく肥大し、頂部

が詰まった良品でした。入賞したものは葉の痛みがなく、調整が丁寧でした。茎の処理

の時に着いたと思われる傷がありましたので、より一層、丁寧な栽培・出荷調整を行う

ようにしてください。 

【サツマイモ ７点】 

形状が良く、手ごろな大きさで揃いの良いものを特別賞としました。一部にハリガネ

ムシによると見られる虫害があったので、適切に病害虫防除を行ってください。 

【サトイモ 10点、ヤツガシラ １点】 

肥大が良く、形状も揃い、乾燥による割れが見られないものを入賞としました。一部

で出品基準より多い個数での出品があり、審査対象外となったためご注意ください。 

 

【コマツナ 12点、ホウレンソウ ３点、シュンギク ３点】 
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出品物はいずれも葉肉が厚く、葉色も良好でした。目立った病虫害がなく、病害虫対

策が適切に実施されていることが伺えました。特別賞としたホウレンソウは、葉に光沢

があり美しく、葉肉も厚く、根の処理も適切で、結束・荷姿が素晴らしい逸品でした。

葉物類は全体的に葉のしおれが見られましたので、根がバットの水にしっかりと浸った状

態にするなど、出品方法の改善をご検討下さい。 

【ダイコン ５点】 

ダイコンは、例年問題となっていたネグサレセンチュウの被害痕が見られず、葉もき

れいで、適切な病害虫防除が行われていました。特に肌が白くきれいで毛穴が浅く、３

本の揃いや尻つまりが良いものを都知事賞としました。 

【ニンジン ６点】 

形状はよいもののやや尻つまりが不十分なものが見られました。また、やや洗いすぎ

て表皮がはがれていました。日持ちが悪くなるので、適切な調整を心掛けてください。 

【キュウリ ２点】 

生産の難しい季節に、色艶が良く鮮度の高いキュウリが出品されていました。特に均

一な太さでまっすぐに育ち、表面に痛みやしわのないものを入賞としました。 

 

[果実の部 28点] 

【キウイフルーツ ３点】 

大きさや形状がよく揃い、追熟も適切な“東京ゴールド”が出品されていたので、入

賞としました。 

【ユズ ３点、スダチ ２点、カリン １点】 

今年は台風の影響が少なく、果実の傷はほとんどみられず、肌のきれいなものが多く

ありました。特にトゲによる傷が少なく、へたの処理が適切で、香りも優れるもの特別

賞としました。一部で出品基準をより多い個数での出品がありました。 

【ミカン 17点】 

武蔵村山市は、都内で組織的に生産・直売している唯一のミカン産地です。本年は“宮

川早生”を中心に大きさが手ごろで果皮もきれいなものが多く出品されていました。特

に色沢や大きさ・形の揃いが良く、商品性の高いものを特別賞、次いで良好なものを入

賞としました。一部に、へたの処理が不十分なものがありましたので、適切な処理をお

願いします。 

【カキ ２点】 

果皮の発色が良く、肥大や形の揃いが優れたもの出品されており、栽培技術の高さがうか

がえました。ブルームが残り特に揃いが良いものを特別賞としました。 

 

農産物品評会は、生産者の皆様の日頃の技術力を競い合う研鑽の場であり、地域の高

い技術力を一般市民に知っていただく広報の機会でもあります。来年度以降も多くの出

品と、盛大な開催を期待しております。 


